羊に関するイメージ一考察ｰ中国のことばと文化 by 鄭 高咏
古代中国において, 羊は単なる家畜ではなく, 大切な供え物であり,
ありがたい瑞獣でもあった｡ 羊への神聖視は何も古代に限ったことで
はなく, 後漢の許慎が撰した 『説文解字』 に(羊は祥なり)








て乳を飲む) の	(子羊) となり, さらに, 善行, 善良, 慈善の
もまた ｢羊｣ に由来する漢字である｡ の字源をさかのぼれば
必ず羊に行き着き, また 『説文解字』 にある(肥えて大き
な羊が美である), などの記述が示す通り, ｢羊｣ は美のシ
ンボルであると同時に, 富と吉祥のシンボルでもある｡ このため,
｢羊｣ にまつわる言葉には当然のことながら, そのおとなしさ, 善良
さ, か弱さ, 素晴らしさを反映したものがあるが, 実はこうした言葉
は少数派で, 今日用いられている慣用語の大部分は, (子
羊が虎口に入る), (虎の皮をかぶった羊), 







き比べて, 羊の ｢軟弱｣ な面を浮き彫りにしている｡ 一般的に ｢羊｣
といえば良いイメージが強いが, 言語における ｢羊｣ のイメージは中
性, つまり悪くはないが良くもないのである｡ 本稿では今日に伝わる
｢羊｣ の成語やことわざ, 民話に語られる ｢羊｣, そして十二支の ｢羊｣
など, ｢羊のイメージ｣ を物語る語彙や文化を考察の対象とし, その
イメージを明確にすることを試みた｡
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１ ｢羊｣ の字源と別名
｢羊｣ は中国でも ｢六畜｣ の一つに数えられる｡ 人類が野生の羊を家畜化したのは遠い
昔のことであり, 古代人たちは ｢羊｣ をつぶさに観察し, 細部まで知り尽くしていた｡ だ
からこそ彼らが作り出した ｢羊｣ の字は写実的で分かりやすく, その英知と表現力の豊か
さがうかがえる｡ 誰もがよく知る ｢羊｣ は頭頂が平らで, 下向きにくるりと丸まった二つ
の角, 大きな耳, あご髭, そして短くてひしゃげたしっぽを持っているが, とりわけユニー
クなのはその頭部であり, 古代人たちは羊の頭部の特徴を捉えて ｢羊｣ の字を作った｡
｢牛｣ の字同様, 全身の代わりに局部を採用したのである｡ 近世に出土した殷代の
(羊を煮るのに用いた金属の器) に刻まれた ｢羊｣ (図１) は, 原始部族が紋章として用い
ていた文字という点でも ｢牛｣ の字と共通しており, この極めてシンプルな文様の中に,
渦巻き状の角, 大きな耳, とがった口, 山羊髭と, 羊の頭部の印象的な部分がすべて凝縮
されている｡ しかしこの ｢羊｣ を見事に活写した文字は, 発展の過程で字形が大きく変化
し, ｢牛｣ の字よりもさらに原形から掛け離れていく｡ 甲骨文字 (図２) では鼻梁 (中央
の縦線) が現れ, 左右の耳は１本の横線に変化し, 頭全体が縦に伸びて, 面で表現されて
いた顔は見る影もないほどやせこけている｡ 金文 (図３) の ｢羊｣ は角の湾曲が緩やかに
なり, あごと髭は十字形になった｡ 小篆 (図４) の角に至ってはもはや原形をとどめてお
らず, 渦巻き状ではなくなっているが, 次に続く隷書 (図５) ではさらなる大変化が起こっ
ている｡ 角が ｢前｣ の字の冠 ( ) に, あごが長い横線に変わったのである｡ 楷書 (図６)




古代人たちは ｢羊｣ を家畜として扱う以外に祭祀の供物とし, かつ縁起の良い動物とし
て珍重した｡ 後漢の許慎による 『説文解字』 には, , つまり ｢羊｣ イコール
｢祥｣ とする記述があり, 先人たちは(上々吉) のことをと呼んでい






の美徳とされている｡ の字も ｢羊｣ から作られた漢字であり, 正しい行い, 純真で素








こで古代人たちは両地で手に入りにくかった ｢魚｣ と ｢羊｣ を組み合わせてなる漢
字を編み出したのだが, 珍味と珍味が並ぶこの字の意味はずばり ｢うまい｣ であり, また
希少という点から, 古典中国語では ｢少ない｣ という意味もあった｡ このほか, 『詩経』



















あるため(群衆) などの語彙も生まれた｡ ｢羊｣ にちなんで付けられた地名も多く,
一例を挙げれば, 広州の別称はというが, この名が付けられた背景には美しい伝









ことから生まれた呼称であり, これに類するものが, 南朝の梁の人, 任
じんぼう
が著した 『述異
記』 巻上の	(古人の言によれば, 羊には胡髯郎, 青
鳥なる別名がある) という記述に見受けられる｡ このほか羊は, , , ,
羶根,  , !", #$などとも呼ばれていた｡ さらに中国語には羊に関す
る漢字も多数あり, 子羊は%というが, もまた子羊のことである｡ , ,
も子羊を表す漢字であるが, それぞれ生後５ヵ月, ６ヵ月, １歳未満の子羊を意味す




は腹部が黄色い羊, は角がない羊, は体の大きさが６尺もある大きな羊, 







であり, 美と善は同意である) と解釈している｡ これに従うなら, 'の字は ｢肥えて大
きな羊は美味である｣ ことを表し, 'という抽象的な形容詞は人間の味覚に由来してい
るということになるが, この説は先人たちの56789(民は食をもって天となす) と




著名な学者たちもこれに賛同しており, ほぼ定説となっている｡ しかし, 河南省安陽の殷
墟から発見された甲骨文字の研究が徐々に進み, かつ文化人類学が盛んになるにつれて,
｢美＝羊＋大｣ 説は次第に疑問視されるようになり, の字を象形文字と解する ｢美＝





説３)もある｡ それによれば, の甲骨文字にはいくつかの書き方があるが, いずれもトー
テムのシンボルを頭上に載せた人の姿をかたどっており, 羊の角を頭に着けた部族によっ
て考案された字こそで, 古代人の目にはこうしたイメージが美しく映っていたのだ
という｡ この説と先の狩猟説はアプローチの違いはあれど, どちらも ｢美＝羊＋人｣ 説を
さらに説得力あるものにしていることに変わりはない｡ ところが, 殷代の人々が崇拝して
いたトーテムは玄鳥であって羊ではなかった, という見地から, トーテム説に基づいて
｢美＝羊＋人｣ とするのは適当ではない, そもそも羊は女性の象徴であったのだ, と見る
学者４)もいる｡ この説は殷代のの字を論拠として挙げ, 当時はを と書いた
が, この最上部は羊を表す羊の角, 下は ｢人間｣ の全身で, その形が身ごもった女性の姿
を彷彿とさせることから, 先人たちは大きな腹の妊婦を美しいと考えていたのではないか
としており, この観点もまた一部の学者の賛同を得ている｡ いずれにせよ, 以上の観点す
べてに共通していえるのは, 今も昔もの字解は ｢羊｣ 抜きにしては語れない, つま
り ｢羊｣ とは切っても切れない関係にある, ということである｡
３ 言語における ｢羊｣
羊文化は中国の言葉や文字に多大な影響を与えた｡ 中国語には ｢羊｣ を部首とする字が
数多くあり, 現在出版されている字書の中でも豊富な収録字数を誇る 『漢語大字典』 の
｢羊部｣ には204字が掲載されている｡ 羊を姓や名とするのはトーテム文化の名残であり,
名称に羊と付く動植物も, , , , などバラエティー豊かであ
る｡ また, 羊の脂肪の塊は真っ白で, きめが細かく柔らかいので, よくもち肌のことを
	
(羊の脂のように白い) と形容する｡ 病名にも羊が付くものがあり, 痙攣や失
神を引き起こす(癲癇) は, 患者が発作時に口から泡を吹き, 羊のような声を発す
ることから, あるいはとも呼ばれる｡ とはつむじ風のことで,
これは渦巻き状の羊の角と似ていることにちなんだ呼称であるが, 同時にナツメの木の別
名でもある｡ 羊毛で作った筆, は柔らかくしなやかという特徴があり, 書画の世界
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, ともいう｡ 唐の玄宗皇帝が詠んだ 『早登太行山中言志』 という
詩の一節, 	
に由来する言葉で, この詩句は, 山道が羊の腸の
ように曲がりくねり, 通れるのは鳥ぐらいのものである, という意味である｡ ｢羊腸｣ と
は元々戦国時代の趙の国にあった難所の名前で, ここは現在山西省に属しているが, 後に
｢羊腸｣ の地のように山道が細く, 幾重にも折れ曲がっている様をというようになっ














あると断じ, 続けて語ったのが先の言葉であり, 彼はこう述べた｡ ｢それは羊が虎の皮を
かぶったようなもので, 相変わらず草を見れば喜ぶであろうし, 臆病な性は変わっていな
いのだから, 山犬や狼を見ればやはり震え上がり, 虎の皮をかぶっていることを忘れてし
まうだろう｡｣ この成語は, 外見をいかに取り繕っても本質は変えられないこと, あるい








(虎のように荒々しく, 羊のように執念深く, 狼のように意地汚く, かつ
強くとも役に立たぬ者は, すべて斬罪に処す) から生まれた言葉である｡ 羊が(執念





いられていたが, やがて貪欲な役人が, 民衆を食い物にすることのたとえともなった｡ マ
イナス評価の語で, 書き言葉として用いる｡ 現代の用法：
 !"#$%&'() (政治家は清廉潔白, 公正無私を旨とすべきであ
り, あんな強欲非道なやり方はいずれ明るみに出るに違いない)
④*+(子羊が虎口に落ちる)
生きるか死ぬかの瀬戸際に立たされることである｡ 元の朱凱の 『昊天塔』 の一節, ,
-./0123*+456789:!*+;<=1>(私は楊という者
だが, 異民族の兵によって絶体絶命の窮地に追い込まれた｡ これぞ ｢子羊が虎口に落ちる｣
で, 兵法家の禁忌を犯してしまった) が出典である｡ ?*+ともいい, 弱者が危機的
状況に陥り, 命の危険にさらされることのたとえである｡ 話し言葉, 書き言葉, どちらで
も用いられ, 主に人についていう｡ 現代の用法：9@ABCD E7FG*
+HI(あの娘が悪いやつの手に落ちたぞ｡ 虎口に落ちた子羊とは正にこのことだ)
⑤JKL(羊を失い牢を補う)




た｡ やがて楚の都は秦の武将, 白起によって陥落し, 都落ちした頃襄王は, 楚を去って趙




悔い, 心を改められれば, 失地回復もかないましょう｣ と述べ, この献策からJKL
は, 事が起こってからでもただちに手を打てば取り返しがつくことのたとえとなった｡ プ
ラス評価の語で, 現代中国語では話し言葉, また書き言葉としてできごとについて用いら




















楊子の下男まで駆り出して, 大勢で羊を探させた｡ 羊１頭探すぐらいで, なぜこれほどの
大人数が必要なのかと, 楊子が不思議に思って尋ねたところ, 隣人は答えた｡ 『分かれ道
がたくさんあるからだ｡ ところが分かれ道の先はさらに枝分かれしており, 結局羊は見付
からず, 手ぶらで戻ってきた｡』｣ ここから%&', >&', %という言葉が
生まれたが, これらはいずれも, 物事の道理が複雑多岐にわたっているため進むべき方向
が分からず, 誤った道に踏み入ってしまうことのたとえである｡ また, 学問の道があまり
にもいろいろ分かれているため, 適切な方法を見出して真理を究めるのが困難であること






見ますところ, 現在, 群や県が以前より倍増しております｡ ……民は少ないのに役人が多
過ぎ, 羊飼いが９人で10匹の羊の世話をしているようなものでございます) が出典で, 民
に対して役人がいたずらに多く, 苛斂誅求が行われることのたとえである｡ またこの成語
は, 命令がまちまちで, どれに従うべきか分からなくなることをいう際にも用いられ, こ
ちらの用法は, 唐の劉知幾の 『史通・忤時』 の(mnopqrs	tuvnow>x
y	\]^	0mz{|}	~:(楊令公はありのままを報告せよと言う
が, 宗尚書は良くないことは隠蔽せよと言う｡ 船頭多くして船山に登るで, 命令がなかな
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か実行されない｡ 指図する人が多過ぎて, 一体誰の言うことを聞けばいいのだろうか) に
見られる｡ 現代中国語ではあまり用いられず, まれに見掛ける程度の語である｡
⑨(羊頭狗肉)
普通は(羊頭を掲げて狗肉を売る) といい, 看板倒れ, 裏表があるこ
とのたとえである｡ この語のオリジナルは 『晏子春秋・内篇雑下』 に出てくるが, それは
牛と馬にまつわるもので, 本来, 羊や犬はこの成語と無縁であった｡ ではと








ないが, この悔恨は深まりこそすれ, 永遠に消えることはないであろう) からである｡ マ




李白の詩, 『留別于十一見逖斐十三游塞垣』 に, 123456789:./0&と
いう一節がある｡ この詩句は, 天は晴れることもあれば曇ることもあり, 雲は渦巻くこと
もあればかき消えることもあるのだから, 垣根に角を取られた雄羊のように身動きがとれ
ないとくよくよするのはやめようではないか, という意味で, 前向きで楽観的な情感にあ
ふれているが, ここで李白が用いた./0は 『易・大壮』 にある./0;<=
;<>&に基づいている｡ .とは雄羊のことで, この文意は, 雄羊の角が垣根に引っ
掛かり, 退くことも進むこともできない, というものであり, 後にこの成語はジレンマに
陥ることのたとえとなった｡ 羊はよく垣根や囲いを角でつつくことから, 民間には.
/0以外に, ?@ABCDEFGHEI(羊が垣根に頭を突っ込んだ, 突っ込
むのは簡単, 引っこ抜くのは大変) ということわざがあり, これもやはりジレンマに陥る
という意味である｡
このほか羊にちなんだ成語にはJKLがあるが, これについては ｢虎｣ の項を参
照していただきたい｡
⑪MN@OP
羊毛は羊から取れる｡ 得したつもりが, その出所が実は自分であること, あるいはさま








羊６匹とは, 数の上では増えているものの, 価値は下がっていることから, 多くマイナス




















平時は狼, 非常時は羊｡ ふだんは狼のように恐ろしいが, いざという時には羊のように
















羊が仲良く群れ集っていれば, 狼も手を出せない｡ 羊が群れをなす習性は, 自然界にお
ける長い長い繁殖の過程の中で培われてきた生きるための知恵であるが, この摂理は人間
をも啓発し, 民間ではこの言葉に類する成句もいくつか生まれた｡ 例えば, )*+$
,-&./(群れからはぐれたメンヨウは狼の餌食になる) は, 人は一人では生きて
いけないことのたとえ, *01-&./2013&45(山羊は１匹だと狼に食




Gという字の原形は羊をかたどり, ｢大きな羊が美である｣, ｢羊は祥なり｣ などの説
は, ｢羊｣ が美の象徴であるのみならず, 富の象徴, 吉祥の象徴でもあることを示してい
る｡ ゆえに ｢羊｣ は一部の言葉において, おとなしい, 善良, か弱い, 素晴らしいという
ニュアンスを帯びているが, 今もなお使われている慣用語のうち, 大部分は羊の ｢軟弱｣
な面を反映しており, HIJ, KIL, MN&ONなどに見られるよ
うに, 羊を虎や狼と並べて比較するものも少なくない｡ こうして眺めてみると, 言語にお











べるものがなく, 人々は骨と皮ばかりに痩せ, 真っ黄色な顔をしていた｡ 心優しい羊がこ
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れを見兼ねて, ｢なぜここには五穀も雑穀も生えていないのだね｣ と尋ねると, 人々から
｢何だそりゃ, 五穀だの雑穀だのは聞いたこともないぞ｣ という答えが返ってきた｡
｢天にはあるが｣ と言う羊に, ｢わしらは逆立ちしたって天になど昇れん｣ と人々｡
そこで羊は, 今度この世へ来る時に五穀を持ってきてやろうと約束し, 雲に乗って去っ
ていった｡
さて, 天に戻った羊は, 玉帝の畑の見張りが眠ってから, こっそりと五穀の穂を盗み出
し, 翌朝, いそいそと五穀の穂をくわえ, 再びこの世へ舞い下りた｡
羊が来たことを聞きつけて集まってきた人々は, 初めて見る立派な黄金色の穂に目を見























昔々, 西方の羌族は東方の韃靼人に破れ, 甘という青年とその妻, そして１匹の羊だ






谷から出る方法を考えたが, いつまでたっても妙案が浮かばない｡ そんなある日, あの羊
が甘に言った｡ ｢子供たちを連れて東へ向かいなさい｡ 東の山すそは硬い硬い岩ででき
ているから, あそこへ着いたら私を殺して, 私の皮で袋を作るのです｡ そして火を起こし,
その袋をふいごにして風を送れば, 岩が溶けて道ができるでしょう｡｣
羊の話は甘を大いに奮い立たせ, 翌日, 早速妻と子供たちを連れて出発し, 硬い岩の
所へとやって来た｡ が, 長年苦楽を共にしてきた羊をそう簡単に殺せるわけもなく, ため
らう彼を羊が叱咤した｡ ｢殺すのです｡ たとえ死んでも, 私の魂はあなたの子孫を永遠に











それ以降, 三日に一度風が吹き, 五日に一度雨が降るようになり, 一層暮らしやすくなっ







浚県一帯には, 麦の収穫後, 母方の祖父が孫息子に羊を贈る習慣がある｡ この習慣の起
源を見てみよう｡
昔, ある家に男の赤ん坊が生まれ, 両親はこの子を大層甘やかした｡ おかげでそろそろ









いに行った｡ 孫は羊を見て大喜びし, すぐに羊の首縄をつかんで遊び出したが, 遊んでい
るうちに子羊が遠くへ行ってしまった｡ すると母羊が ｢めえめえ｣ と鳴いたので, 孫はお
じいさんに尋ねた｡ ｢お母さん羊はどうして鳴いたの｡｣ ｢お母さん羊はね, 子羊が側から
離れると心配でたまらなくなるんだ｡ だから, お乳を飲みに戻っておいでと, 子羊を呼ん
でいるんだよ｡｣ 子羊は親の鳴き声を聞きつけるとすぐに戻ってきて, 母羊のお腹の下に
潜り込んで乳を飲み始めた｡ そこでおじいさんはまた口を開いた｡ ｢ほら, 子羊はお利口
さんだね, お母さんに呼ばれたら素直に戻ってきただろう｡ 子羊はね, お母さんのお乳の
おかげで自分が大きくなったことをちゃんと知っているんだ｡ だからお乳を飲む時, 必ず
ひざまずくんだよ｡ 人間も同じだ, みんなお母さんのお乳を飲んで大きくなるんだよ｡ 子
供を育てるのは, それはそれは大変なことなんだ｡ お父さんとお母さんは子供がお腹を空
かせてはいけないと, 泣き声が聞こえたら乳をやる｡ 冬は寒い思いをさせないよう, 子供
に暖かな布団を掛けてやり, 夏は暑くてかわいそうだと, うちわで扇いでやる｡ お父さん
もお母さんも, 子供のためにいつも心を砕いているんだ｡ だからお父さん, お母さんの言
うことを聞かなかったら, 子羊よりも聞き分けのない子だと, 人様から笑われてしまうよ｡｣









昔々, ある家でつがいの羊を飼っていたが, 雌羊は毎年子供を２匹産み, その子羊がま
た子供を産み, と年々数が増えていき, ５年もたつと大きな群れになった｡




ある日, 羊は飼い主夫婦の会話を耳にした｡ ｢今度の節句の時には, この羊をつぶして
食おう｡｣ ｢スープにするとおいしいわよ｡｣ 羊はたまらず嘆きの声を上げた｡ ｢わしにはた
くさんの子や孫がおったのに, みんな売られてしまった｡ その上, このわしを食おうとい
うのか｡｣ そしてふてくされ, 囲いを跳び越えて山の中へ逃げていった｡
山で羊を見掛けた狼が, ｢何者だ｣ とうろたえながら尋ねると, 羊は狼など眼中にない
といった風を装って大声を張り上げた｡ ｢わしの頭にゃ角が２本, ぐるぐる渦を巻いとる
ぞ｡ 首は太いし, 腹もでかい｡ おまけに食欲旺盛だ｡｣
狼はこれを聞くとしっぽを巻いて逃げ出し, しばらく走ったところで虎に呼び止められ
た｡ ｢狼の野郎じゃないか, そんなに慌てて一体どうしたんだ｡｣ ｢兄貴, 山に化け物がい
て, そいつがおいらを食おうとしたんでさ｡｣ こう訴える狼に, 虎は言った｡ ｢そいつの顔
を拝んでやろうじゃないか｡ 案内しろ｡｣
２匹が山頂に行くと, 羊は草を食んでいた｡ 狼は羊の角を見て, ｢おい, おまえの頭に
くっついてるのは何だ｣ と尋ね, 虎は羊の股ぐらに垂れ下がっている物を見て, ｢おまえ








羊でさ｡ 飼い主に食われそうになったんで, 逃げ出したんですよ｡ おいらがとっ捕まえて
やる｡ 兄貴, 行きましょう｡｣
３匹が山頂に行くと, 羊は頭をもたげて大声で言った｡ ｢おや, 猿のとこの小せがれじゃ
ないか, 待っとったぞ｡｣ ｢おいらを待っていただと｣, 猿はいぶかった｡
｢ほれ, おまえの親父は去年, わしとの賭けに負けたろう｡ あの貸しは, 狼３匹, 虎２
匹だったな｡ ほう, 今日は狼と虎を１匹ずつ返しに来たのか｡ だが, それっぽっちじゃ腹
一杯にならんわい｣, と羊が言うと, 虎は猿の首を締め上げ, 牙をむき出して罵倒を浴び
せた｡ ｢このこすっからいえて公め, よくも俺たちをだましやがったな｡｣ そして往復びん
たを食らわせて山から突き落とし, 狼と一緒にしっぽを巻いて逃げていったとさ｡










物を食べようと, しばしば畑に姿を現すためであり, 人々は羊を穀物の精霊と見なし, 五
穀豊穣をもたらしてくれること願って, 羊が畑を荒らしても目をつぶることにしたのであ




であろう｡ 山の神に対する信仰は, 中国では原始社会のころには既に存在していた｡ 堂々





とする民族の間で, 山の神, 土の神, 石の神が氏神, 守り神としてあがめられているのは,
遠い昔に山の神・土の神・石の神・羊の神が同一視されていたことの名残である｡ 民話
(３) から思い浮かぶのは, (孝行の道) の美徳として有名な(子羊が
ひざまずいて乳を飲む) の４文字である｡ 幼少時からひざまずいて ｢乳を請う｣ のは,
｢母親｣ の養育の恩に対する感謝の表現であり, 人々は ｢羊を贈る｣ ことで子供に










































が落ち着いていて品があり, 同情心にあふれているので, 誰からも慕われる｡ また人の過
ちを許し, その苦しみを分かってあげられる未年の人は, ｢和をもって尊しとなす｣ が信
条なので, 人に逆らうのが苦手で, 怒りをぐっとこらえて表に出すことがなく, その自制
心と忍耐力の強さは並々ならぬものがある｡ 未年は純金のように純真無垢な心の持ち主な
ので, 時間的にも, 金銭的にもおおらかである｡ もし誰かが無一文で路頭に迷うことになっ
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ても, 未年の友人はその人を決して見捨てない｡ なぜなら, 未年は人が困っているのを放っ
ておけない性分だからだ｡ また常に社交的で, 誰に対しても誠意を持って接することがで
きる｡ 未年生まれの人には幸せな結婚が約束されており, 人生のパートナーに愛されるこ
とはもちろん, 親類縁者からもかわいがられる｡ 冬は羊にとって餌のない季節, このため
未の年の冬に生まれた人は多難な人生を送るといわれるが, どんな逆境に陥ろうとも心配
無用｡ 未年の人が困っている時には, みんなが何くれとなく気遣ってくれるので, 少なく
とも最低限の生活はできる｡ 何といっても未は十二支の第八位で, 中国人にとって ｢八｣
は安定と繁栄の象徴である｡
未年生まれの人の欠点は, 性格が暗くセンチメンタルなため, ものの見方が悲観的で,





｢おとなしい｣, ｢善良｣, ｢正直｣, ｢優雅｣, ｢思いやりがある｣, ｢他者を理解することが





まである｡ 例えば鼠はマイナスの評価が多く, プラスの評価は少ない｡ 牛はプラスとマイ
ナスが相半ばしている｡ 竜はプラスの評価が多く, マイナスの評価は少ない……｡ そして
羊はといえば, 人々が羊に抱く感情は最も複雑といえるだろう｡ 羊は吉祥, 善良, 美のシ
ンボルである｡ 往時, はに通ずるとされ, またやも, その原義はやは




てはいても使わないのだ｡ まるで仁を好む人のようである｡ 捕らえても鳴かず, 殺しても
声を上げない｡ まるで義に殉じる人のようである｡ 子羊は母から乳をもらう時, 必ずひざ
まずいて飲む｡ まるで礼を知る人のようである｡ 羊と祥がほぼ同義とされるゆえんはここ





物の中でも, 羊が持つ象徴的意味はとりわけ素晴らしく, その多さは群を抜いている｡ と
ころが他方で, 羊は軟弱, 臆病, 弱者の代名詞で, 哀れなスケープゴートでもあるのだ｡
羊は人類にとって身近な存在であったため, 人々は何かにつけて羊を引き合いに出し, さ




, 美味の意), (養), (義), などの ｢羊｣ を含む字も新たな
意味が次々と派生していったが, それはいずれも羊に関するもので, 羊文化がいかに浸透
し, いかに影響を与えていたかを物語っている｡ さらに, 自然界の羊以外の事物にあえて
羊が付く名を与え, 物の描写や, 人・事・道理などのたとえに羊を用いたこともまた, 言




が, しばしばその媒体の役割を果たしたのである｡ また, 羊をトーテムとする信仰は, 羊
を姓とし, 地名に羊と付けることに直結しており, ここから ｢羊動物｣, ｢羊植物｣, ｢羊地
名｣ が数多く生まれ, 物事や道理のたとえにも羊が多用された｡ この通り, 




２) 于省吾 (1963) ｢釋羌・・敬・美｣ 『吉林大学社会科学学報』 第１期
３) 朱狄 (1988) 『原始文化研究』 Ｐ100 三聯書店
４) 趙国華 (1990) 『生殖崇拝文化論』 Ｐ252 中国社会科学出版社






７) は“民間文学集成全国編輯委員会”の略称である｡ 尚, ここでいう ｢民話｣ の概念は広く, 中
国の各民族に語り継がれてきた散文体の伝承文学には, 種々雑多なジャンルやスタイルがあるが, 神話,
伝説, 寓話, 滑稽話, そしてさまざまな物語なども含まれ, 実にバラエティーに富んだジャンルを網羅
しているのである｡
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